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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
デジタル撮像システムであって、
　デジタル画像を取得することができる画像取得ユニットと、
　実際の画像データからの複数の画像を記憶するカラー画像データベースと、
　前記画像取得ユニットに結合された、相関行列のメモリであって、該相関行列は、イル
ミナントと色度の二次元行列であり、該イルミナントおよび色度は、前記画像データベー
スに記憶された実際の画像データからの複数の画像に基づいて選択される、相関行列のメ
モリと、
　前記画像取得ユニットおよび前記相関行列メモリに結合されたプロセッサであって、前
記相関行列を、前記取得したデジタル画像に適用することにより、該デジタル画像の色お
よびイルミナントを検出することができる画像処理プロセスを含む、プロセッサと、
　を備える、デジタル撮像システム。
【請求項２】
デジタル撮像システムを動作させる方法であって、
　実際の画像データを収集するステップと、
　前記収集した実際の画像データからの複数の画像をカラー画像データベースに記憶する
ステップと、
　デジタル画像を取得するステップと、
　イルミナントおよび色度を含む相関行列のメモリを形成するステップであって、該相関
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行列は、第１の次元が、候補となる一組のイルミナントに対応し、第２の次元が色度に対
応する、二次元の行列であり、該イルミナントおよび色度は、前記画像データベースに記
憶された実際の画像データからの複数の画像に基づいて選択される、ステップと、
　前記相関行列を、前記取得したデジタル画像に適用することにより、該デジタル画像の
色およびイルミナントを検出するステップと、
　を含む、方法。
【請求項３】
デジタル撮像システムであって、
　実際の画像データからの複数の画像を、カラー画像データベースに記憶する手段と、
　デジタル画像を取得する手段と、
　イルミナントおよび色度のデータを含む相関行列のメモリを形成するための手段であっ
て、該相関行列は、第１の次元が、候補となる一組のイルミナントに対応し、第２の次元
が、色度に対応する、二次元の行列であり、該イルミナントおよび色度は、前記画像デー
タベースに記憶された実際の画像データからの複数の画像に基づいて選択される、手段と
、
　前記相関行列を、前記取得したデジタル画像に適用することにより、該デジタル画像の
色およびイルミナントを検出する手段と、
　を備える、デジタル撮像システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、埋め込み型カメラのタグ情報を用いて画像の特徴を設定するシステムに関する
。
【０００２】
【従来の技術】
人間のサイコビジュアル・システム（psychovisual system；心理視覚システム）は、画
像の照明特性に非常に適切に適合することができる。人間の観察者は、非常に様々な情景
(scene)のイルミナント（illuminant）について特定の範囲の色を検出する。例えば、人
間の観察者は、その情景を照明する光の色とは別に、対象物の色を正確に知覚する。対照
的に、デジタルカメラのようなカラーデジタルシステムは、情景のイルミナントの色を不
正確に推論することが多い。
【０００３】
異なる照明条件の下で異なる背景を持つ対象物の色を人間の視覚システムが知覚する方法
をモデル化するために、「色の見えモデル（color appearance model）」を使用すること
ができる。このモデルは通常、１つの照明条件の下で観察される画像を調整して、異なる
照明条件の下でも同じ色が観察されるようにするのに使用される。
【０００４】
色の見えモデルは、装置に依存しないやり方で画像を格納する機能を達成するためのもの
である。例えば、撮像システムのコンピュータは画像を取得することができ、色の見えモ
デルは、その画像に関連する照明条件を使用して、その画像を内部表現に変換することが
できる。その画像がその後ディスプレイ画面またはプリンタ上に表示されるときには、そ
の出力表示の照明条件に関する情報に基づいて、内部表現から、「色の見え」を再構築し
、その内部表現を出力表示のための正しい表現に変換することができる。
【０００５】
色の見えモデルは、画像処理の動作に対し、正確かつ適切な色の再現を提供するように指
示するが、これは、適切なレベルの色恒常性（color constancy）を有するシステムにお
いてのみ可能である。ある範囲のイルミナントを適切に補償するいくつかの色の見えモデ
ルが提案されている。しかし、これらのモデルは、その情景のイルミナントの色が先験的
にわかっていなければならないので（通常、この情報は入手可能でない）、デジタル写真
およびその他の応用分野に使用することができない。
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【０００６】
デジタルカメラは、その情景の照明の色を測定すること、または画像データから照明元の
色を推定することのいずれかによって、イルミナントを補償しなければならない。デジタ
ル撮像システムでは、照明センサを使用することは実用的でない。
【０００７】
色の見えモデルにかかわる問題の１つは、このモデルが通常、特定の情景についての色お
よび照度の再現域（gamut）を適切にカバーしないマンセルカラーチップ（Munsell color
 chip）のような標準色またはスペクトル定義に基づくことである。例えば、デジタルカ
メラによって生成される画像の色および画像の特徴は、走査された画像の特徴と非常に異
なることがある。様々なフィルム製造業者による伝統的な写真仕上げの技術は、その業者
の営業活動戦略の一部であり、ある意味では会社を定義するシグニチャ（signature）ま
たはスタイルを有する。カラフルさ、またはシャープさは、これらのスタイルのうちであ
る。デジタルカメラによって実行される写真の仕上げもまた、固有のスタイルまたはシグ
ニチャを有する。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
画像データのみから色恒常性を達成するための技術が必要とされている。さらに、実際の
画像データおよび該画像データに関する情報を格納するデータベースを使用して、イルミ
ナント検出トレーニング・アルゴリズムに基づく技術およびシステムが必要とされている
。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
本発明の側面によれば、デジタル撮像システムは、実際の画像データおよび該実際の画像
データに関する情報を含むデータベースを使用して、デジタル画像における照明および色
を制御する、色の見え処理機能を含む。
【００１０】
一実施形態において、デジタル撮像システムは、イルミナント検出トレーニング・アルゴ
リズムを含む相関による色技術（color-by-correlation technology）で、照明および色
を制御する。ここで、イルミナント検出トレーニングは、デジタルカメラのような典型的
な画像取得装置からの実際のイルミナント、情景（scene）、および題材（subject matte
r）を格納するデータベースに基づいて、照明および色を制御する。一例では、特定のカ
メラまたは一組のカメラのユーザにとって関心があると予測される様々なイルミナント、
情景、および題材に対して、イルミナント検出トレーニングが正確に実行される。デジタ
ル撮像システムは、イルミナント、色度（chromaticity）、色などを含む実際の画像デー
タを提供することができるデータベースにアクセスする。データベースはまた、特定の画
像を取得する画像取得装置を識別するタグ、画像取得装置の製造業者、モデルおよびバー
ジョンに関する情報、および、取得時の画像取得装置の設定に関する情報、を含む実際の
画像データに関連する情報を格納する。
【００１１】
本発明の他の側面によれば、デジタル撮像システムは、イルミナント、色度、色などを含
む実際の画像データを提供することができるデータベースにアクセスする。このデータベ
ースはさらに、特定の画像を取得する画像取得装置を識別するタグ、画像取得装置の製造
業者、モデルおよびバージョンに関する情報、および、取得時の画像取得装置の設定に関
する情報、を含む実際の画像データに関連する情報を含む。デジタル撮像システムは、デ
ジタルカメラ、スキャナなどの画像取得装置の設計および改良のために、その情報を使用
する。データベースは、製造業者およびモデルにしたがってデータベースに格納されたデ
ジタル画像を選別する製造業者タグおよびモデルタグなどのタグを含む。データベースは
また、製造業者およびモデル情報タグ、焦点距離、シャッタ・スピード、開口などを含む
画像データタグ、を含む付加的なプライベート画像タグ情報を格納する。画像取得装置は
、その装置によって作成された画像が取得されデータベースに格納されるとき、追加の情
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報を導き出すためのタグを生成する。
【００１２】
新規であると考えられるここに述べる実施形態の特徴は、特許請求の範囲において具体的
に記述される。しかし、構造および動作方法の両方に関連する本発明の諸実施形態は、次
の説明および図面を参照することによって最もよく理解することができよう。
【００１３】
【発明の実施の形態】
図１を参照すると、ＲＢＧの三刺激値から、人間のサイコビジュアル・システムに知覚可
能な属性に変換するのに使用することのできる色の見えモデル１００を例示する概略的な
フローチャートが示されている。同様に、知覚属性を三刺激値に変換し戻すことができる
。デジタル撮像システム１００は、入力および出力の両方の観察条件を考慮するよう画像
データの処理および表示を制御して、装置および観察条件から独立した色の特徴を格納し
表示することができる。柔軟な色の制御により、色処理全体について、ある範囲のアルゴ
リズムおよび処理が可能になる。ＲＧＢ三刺激入力値１１０は色の見えモデル１００に適
用され、順方向色の見えモデル１１２を使用して知覚属性１２０に変換され、逆方向色の
見えモデル１５０を使用して三刺激出力値１６０に変換し戻される。
【００１４】
順方向色の見えモデル１１２は、情景属性１１８および観察条件タグ１１９を含む格納さ
れた画像データおよび情報を使用して、白色点推定１１４および観察条件推定１１６が動
作することを含む。
【００１５】
例示的な一実施形態では、順方向色の見えモデル１１２および逆方向色の見えモデル１５
０は、実際の画像データを含む情景属性１１８および観察条件タグ１１９のデータベース
を使用する色の見え処理機能を含む。データベースはさらに、デジタル画像における照明
および色を制御するために、実際の画像データに関する情報を格納する。
【００１６】
知覚属性１２０は、知覚属性１２０について動作する色および処理アルゴリズムを含む様
々な手法を使用して、処理済み知覚属性１４８に修正されることができる。均一な色空間
または知覚属性１２０に適用される様々な処理手法は、ダイナミックレンジ補償１２２、
色の好みの調整１２４、色特性の編集１２６、再現域の視覚化およびマッピング１２８、
圧縮および復元１３０、色量子化１３２、および他の動作を含む。
【００１７】
逆方向色の見えモデル１５０は、情景属性１５２および観察条件タグ１５４を含む格納さ
れた情報および画像データを使用して知覚属性を処理する。
【００１８】
入力および出力の観察条件は、様々な手法を使用して設定されることができる。いくつか
の応用例において、典型的にはハードコピーまたはソフトコピーについて、直接測定によ
って観察条件が推定される。代替的に、相関手法または心理物理的な測定を使用して観察
条件を決定することができる。他のシステムでは、観察条件タグを、一組の標準観察条件
から選択するのに使用することができる。
【００１９】
一実施形態では、順方向色の見えモデル１１２および逆方向色の見えモデル１５０は、「
相関による色（color-by-correlation）」技術を用いて照明および色を制御する。相関に
よる色の方法は、デジタルカメラおよびスキャナのような典型的な画像取得装置からの実
際のイルミナント、情景、および題材を格納する情景属性１１８および観察条件タグ１１
９を含むデータベースに基づいて、照明および色を制御するイルミナント検出トレーニン
グ・アルゴリズムを含む。一例では、特定のカメラまたは一群のカメラのユーザにとって
関心があると予測される様々なイルミナント、情景、および題材について、イルミナント
検出トレーニングが正確に実行される。イルミナント検出トレーニングは、日中光、夜間
光、ハロゲン光、蛍光、他の分類、さらに分類の組合わせなどのイルミナントの種類にし
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たがって照明を分類し、該分類されたイルミナントに基づいて画像処理に変更を加える。
【００２０】
この例では、情景属性１１８および観察条件タグ１１９データベースは、特定のカメラま
たは一群のカメラのユーザから提出されるユーザグループ提出によって形成される。デジ
タル撮像システムは、イルミナント、色度、色などを含む実際の画像データを供給するこ
とができるデータベースにアクセスする。情景属性１１８および観察条件タグ１１９デー
タベースはまた、特定の画像を取得する画像取得装置を識別するタグ、画像取得装置の製
造業者、モデルおよびバージョンに関する情報、および、取得時の画像取得装置の設定に
関する情報、を含む実際の画像データに関する情報を格納する。このデータベースは、特
定の写真、または画像データベース、または写真ウェブサイトのような様々な写真の収集
であってもよい。
【００２１】
図２を参照すると、イルミナント推定のための相関行列メモリ２０２を有するデジタル撮
像システム２００を例示する概略的なブロック図が示されている。デジタル撮像システム
２００は、その後の処理および格納のために画像を取得することができる画像取得ユニッ
ト２１０、イルミナント推定器２１２、色訂正ユニット２１４、および画像出力装置２１
６を含む。画像取得ユニット２１０は通常、スキャナまたはデジタルカメラ、すなわち静
止画像カメラまたはビデオカメラのいずれかであるが、他の実施形態では、コンピュータ
画像ジェネレータなど、画像を取得し、または捕捉する他の任意のシステムを広く含む。
例えば、取得される画像は、コンピュータでシミュレートされた光源を１つまたは複数使
用して形成される、コンピュータ生成画像でもよい。
【００２２】
イルミナント推定器２１２は、画像取得ユニット２１０から取得された画像を受け取り、
該取得された画像を処理し、該画像に関連付けられたイルミナントの数および種類を推定
する。画像の照明特性は非常に可変であり、先験的にはデジタル撮像システム２００には
分からない。
【００２３】
イルミナント推定器２１２は、数および種類を含むイルミナント特性を推定し、イルミナ
ント特性の記述および取得された画像を色訂正ユニット２１４に渡す。色訂正ユニット２
１４は、取得された画像の色を訂正して、訂正済み画像を生成するよう、該取得された画
像を、該イルミナント特性における情報を使用して処理する。色訂正ユニット２１４は、
表示、印刷、記憶、送信などのために、訂正済み画像を画像出力装置２１６に提供する。
【００２４】
様々な実施例において、デジタル撮像システム２００は、単一の統合ユニットや、独立的
にまたは組合わせにより別々のコンポーネントから形成される複合システムのように、様
々な構成を有することができる。
【００２５】
デジタル撮像システム２００はさらに、画像取得ユニット２１０、イルミナント推定器２
１２および色訂正ユニットに関連する動作を実行することができるプロセッサ２１８を含
み、画像データを取得し、分析し、訂正する。プロセッサ２１８は通常、マイクロプロセ
ッサ、コンピュータ、デジタル信号プロセッサなどのプログラム可能装置であり、さもな
くばプログラム可能論理アレイ、マイクロコントローラなどにおいて実現される計算ユニ
ットでもよい。図２は、プロセッサ２１８が、デジタル撮像システム２００に対して内部
にあるものとして示されているが、様々な実施例では、プロセッサ２１８は、デジタル撮
像システム２００に対して内部にあってもよいし、外部にあってもよい。一実施例では、
プロセッサ２１８は、デジタル撮像システム２００の他のコンポーネントに対して外部に
あるホストコンピュータでもよい。
【００２６】
デジタル撮像システム２００のコンポーネントを、特定の構造形態としてではなく、実行
される機能の点から述べる。ここの記述する機能を実行するのに、当業者に知られている
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、該機能を実行することができる任意の構造を使用することができる。通常、ここに述べ
る機能は、任意のタイプのプロセッサの制御に従って実行することができる。例えば、イ
ルミナント推定器２１２は、マイクロプロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、
ディスクリート回路、状態機械、または当技術分野において当業者によって知られ、ここ
に述べる機能を実行することができる他の任意の回路またはコンポーネントでよい。
【００２７】
デジタル撮像システム２００は、取得された画像を分析して、該画像に対するデジタル調
整を決定する。このデジタル調整は、該画像を照明するのに使用される光源の特性につい
て訂正する色訂正ユニット２１４によって行われることができる。デジタル撮像システム
２００は、「相関による色」と呼ばれる色恒常性を達成するための技術を使用して、画像
データの数学的操作を実行し、画像における白色点を解決する。「相関による色」技術は
、イルミナントに基づいて画像色を訂正することにより、カラーデジタル画像に関連付け
られたイルミナント情報を迅速に、正確に、かつロバストに推定することで、カラーデジ
タル撮像の品質を改善する。相関による色手法は、画像色および情景イルミナントの間に
存在する相関を利用する。例えば、最も赤いカメラ測定は、赤色波長を最も高い割合で有
する赤色光のもとでのみ発生することができる。したがって、最も高い赤色を読み取るカ
メラ測定は、最も赤い光と強く相関する。すべてのカメラ測定は、程度の大小はあれ、異
なる光の色と相関する。イルミナント推定器２１２は、すべての画像色とすべての光の間
の相関を測定し、情景イルミナントの色の非常に正確な推定を形成する。
【００２８】
相関による色の技術は、開口色（aperture color）には鈍感であり、イルミナントの色が
ほとんど無い画像については、推定器により、最尤推定器（maximum likelihood estimat
or）の判定のような推定が可能になる。
【００２９】
イルミナント推定器２１２は、「連想行列メモリ（associative matrix memory）」とも
呼ぶことができる相関行列メモリ２０２を使用し、ベイズの（Bayesian）統計分析を使用
して画像の色と光を相関する。イルミナント推定器２１２は、相関行列メモリ２０２を構
築して、任意の画像からのデータを、可能な一組の情景イルミナントに相関させる。イル
ミナント推定器２１２は、特定のソースによって照明される一組の基準面を最初に形成す
ることによって、相関行列メモリ２０２を構築する。該一組の基準面は、色度空間内にプ
ロットされる。次いで、イルミナント推定器２１２は、基準面の色度の凸閉包を取る。次
いで、イルミナント推定器２１２は、特定のイルミナントについての基準範囲を得るため
に、色度を並べ直す。例えば、基準範囲内に色度が存在することを「１」エントリと指定
し、範囲内に色度が存在しないことを「０」エントリと指定するように、行列を構成する
ことができる。
【００３０】
行列の列は、２次元の色度空間を２値点（バイナリ・ポイント）のリストに並べ直したも
のである。特定のイルミナントのもとで形成される特定の色について、色度座標と呼ばれ
る点は、その色がそのイルミナントのもとで発生することができる場合（その場合にのみ
）、「１」に設定される。例えば、最も赤い色度は、最も赤い照明のもとでのみ起こるこ
とができる。行列の行は、装置によって検出可能な存在しうるすべてのイルミナントのリ
ストに対応する。
【００３１】
デジタル撮像システム２００は、一組の基準面の色、例えば色チャートまたは一組の標準
面を使用して、その行列についてのデータを計算する。１つの例示的手法によれば、様々
なイルミナント、情景、および題材について、実際の画像の１つまたは複数のデータベー
ス２２０が、正確に描画するために使用される。特定のデジタルカメラ・モデル、さらに
は特定のデジタルカメラなどの特定の撮像装置に関連する情報に従って、様々な実際の画
像にタグをつけることができる。データベース２２０内のタグは、様々なタイプの情報を
含む。システムは、タグ内に含まれる情報を利用することによって、より正確に画像を描
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画する。
【００３２】
それぞれのイルミナントについて、デジタル撮像システム２００は最初に、基準面につい
て格納された反射率をイルミナントに乗じ、第２に、画像取得ユニット２１０によって検
出される色度を計算することによって、イルミナントに対応する列についての基準セット
の色度を計算する。これらの色度は、そのイルミナントのもとでの基準色に対応する。
【００３３】
その特定のイルミナントについての基準範囲は、その点の凸閉包を取ることから導き出さ
れるポリゴンである。その特定のイルミナントに対応する列において、デジタル撮像シス
テム２００は、その基準範囲内にある点の色度を値「１」に活動化し、他の点を値「０」
に非活動化する。
【００３４】
図３を参照すると、任意の画像からのデータを、ある範囲のイルミナントのもとでの基準
画像に相関するよう構成された相関行列３００が示される。列、すなわち行列メモリの垂
直次元は、２次元の色度空間を点のラスタ・リスト（raster list）に並べ直したもので
ある。相関行列３００は、影付きのポリゴンに対応する第１列を有し、該列は、イルミナ
ント１のもとでの基準範囲の色度を含む。デジタル撮像システム２００は、すべてのイル
ミナントに対応して、それぞれの列について該手順を繰り返す。イルミナントの数は、所
望の結果の精度に到達するよう限定されることができる。イルミナントは、一組のソース
の中から選択することができる。例示的な一実施形態では、画像取得ユニット２１０の特
定のモデルに対応するソースの中から、イルミナントを選択することができる。
【００３５】
相関行列３００の行は、装置によって検出可能なすべての可能なイルミナントについての
色度のラスタ・リストに対応する。この例示的なシステムは、色チャートまたは標準面セ
ットなどの一組の基準面色を使用することによって、相関行列についてのデータの計算を
容易にする。それぞれのイルミナントおよび関連する列について、システムは、基準セッ
トの色度を計算する。システムは、イルミナントに基準面の反射率を乗じ、この撮像装置
によって検出される色度を計算する。その特定のイルミナントに対応する列において、基
準範囲内の点の色度は、その行列エントリに値「１」を割り当てることによって活動化さ
れる。他のエントリは値「０」に設定される。システムは、すべてのイルミナントに対応
して、それぞれの列について該手順を繰り返す。
【００３６】
相関行列メモリ２０２を生成した結果は、検出器のスペクトル感度、基準面、およびイル
ミナントに依存し、これらのすべては、基準画像については分かっている。デジタル撮像
システム２００は、装置線形性（device linearity）またはスペクトルベースのいずれを
も仮定することなく、デジタル撮像システム２００の較正の一部として照明検出トレーニ
ングを実行することができる。
【００３７】
相関行列メモリ２０２を生成した後、デジタル撮像システム２００は、ベクトルの形態で
作成される色度リストで、画像データを同じ色度空間内にプロットすることができる。図
４を参照すると、取得されたデジタル画像４１０のベクトル化の結果を示す概略図が示さ
れている。
【００３８】
静止またはビデオカメラなどの画像取得ユニット２１０は、ＲＧＢ色データを色度に変換
し、その情景内に存在する値に対応する画像ベクトル４１２を作成することによって、デ
ジタル画像を生成する。画像ベクトルは、相関行列内の列と同様であるが、画像内に現れ
る色度の位置に値「１」を含み、画像内に現れない色度については「０」を含む。
【００３９】
イルミナント推定器２１２は、相関行列メモリ２０２内に格納された相関行列を、画像取
得ユニット２１０によって形成された画像ベクトルに適用する。イルミナント推定器２１
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２は、画像ベクトルに、相関行列内のそれぞれの列を乗じて、新しい行列を作成する。新
しい行列では、画像内に存在しなかった色度を表すすべての行に値「０」が割り当てられ
、画像内に存在した色度を表す行には「０」または「１」のいずれかが割り当てられる。
特定のイルミナントのもとで、特定の色である可能性が他の色よりも高い場合、相関行列
に重み付けすることもできる。このようにして、相関行列の場合のように、行は、画像内
の色の存在に依存して、非活動化されるか、または活動化されるのが許されるかのいずれ
かである。イルミナント推定器２１２は、画像ベクトルｖに、相関行列Ｍ内の各列を乗じ
、式（１）にしたがって合計ベクトルｓを生成する。
【００４０】
【数１】
ｓ＝ｖ（ｔ）・Ｍ
ここで、ｖ（ｔ）は、ｖの転置行列である。
【００４１】
合計ベクトルの計算では、特定の色が画像内に存在するかどうかに従い、行が活動化され
、または非活動化される。したがって、画像ベクトルに相関行列内の行を乗じることが、
画像内に存在する行を活動化し、画像ではない色度に対応する行を非活動化する。合計ベ
クトルは、特定のイルミナントと整合性のある画像色度の数を表す値の累積相関である。
具体的には、合計ベクトルの第１のエントリは、第１のイルミナントと整合性のある入力
色の数を示す。合計ベクトルの第２のエントリは、第２のイルミナントと整合性のある入
力色の数を示し、こうして順番にすべてのイルミナントについて繰り返される。整合性の
ある入力数のうちもっとも大きい数を有するエントリが、適切なイルミナントまたはイル
ミナント組合わせを示す。
【００４２】
列を合計して合計ベクトルを形成すると、それぞれの基準ソースがその情景のイルミナン
トである可能性を表すベクトルとなる。合計ベクトルにおける値は、その特定の列につい
ての照明の色度にそれぞれの値がプロットされる色度空間内の濃度グラフ（density plot
）上にプロットされることができる。その情景の可能性のある照明を推定するために、該
プロットに対して統計的方法を使用することができる。
【００４３】
色訂正ユニット２１４は、合計ベクトルを２値ベクトルに変換するためにしきい値動作を
実行する。一実施例では、入力色の数に等しいしきい値を選択することができ、これによ
り通常、すべての入力色と整合性のあるイルミナントに対応する、２値ベクトルの単一要
素のみが選択されるという結果が生成される。他の例では、開口色は一般に他の画像色と
整合性がないので、入力色の合計数よりも小さいしきい値を選択することができる。該２
値ベクトルは、入力色と最も整合性のあるイルミナントを示す。
【００４４】
相関行列Ｍは、「１」に設定された要素を有し、すべてのイルミナントだけでなく特定の
イルミナントイルミナントのもとですべての色が等しく起こりうるベイズの統計モデルの
特別な場合として分析されることができる。相関行列内の要素は、その要素の行の画像色
度が、その要素の列のイルミナントと整合性があるならば、「１」に設定される。
【００４５】
画像データベース情報のような情報を使用して、特定の列のイルミナントのもとで特定の
行の色度が発生する確率を求めることができる。この情報は、実験的に、または理論的に
求められた分布から求めることができる。ベイズの公式は、画像内に色度が現れるという
事実が与えられると、列におけるイルミナントの確率の計算を可能にする。情景内に現れ
ることができる表面反射率が独立であると仮定すると、画像の色度をＩおよび第２の画像
の色度をｋとした場合のイルミナントｊの確率は、p(j｜I)p(j｜k)に比例する。式p(j｜I
)p(j｜k)は、log(p(j｜I))+log(p(j｜k))と書くことができる。
【００４６】
相関行列における位置ｉ、ｊを値log(p(j｜I))に初期化することによって、相関行列を使
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用して、白色の最も起こりそうな推定を求めることができる。最大値の合計ベクトルは、
最も起こりそうなイルミナントに対応する。
【００４７】
図５を参照すると、画像取得ユニット２１０としての使用に適した電子カメラ５０２を例
示する概略図が示されている。電荷結合素子（ＣＣＤ）光センサ５０４などのセンサが、
レンズシステム５０６を通過する光を検出して画像を形成する。代替実施例では、ズーム
および焦点制御システム５００が、複数のレンズグループを含むレンズシステム５０６を
有し、該複数のレンズグループのそれぞれは、１または複数のレンズを含む。該実施例は
また、３つのレンズグループ、すなわち第１のレンズグループ５０８、第２のレンズグル
ープ５１０、および第３のレンズグループ５１２を有する。第１のレンズグループ５０８
は、固定された対物レンズである。第２のレンズグループ５１０は、開口絞り（図示せず
）を含む移動グループレンズである。第２のレンズグループ５１０は、レンズシステム５
０６が移動するにつれ、第３のレンズグループ５１２と共に移動して、倍率を変更させる
。第２のレンズグループ５１０は、レンズシステム５０６がズームされるとき、非線形的
に移動して、像平面を比較的定位置に保持する。第２のレンズグループ５１０はまた、特
定の焦点距離に達した後に、レンズシステム５０６の焦点を合わせるよう移動する。第３
のレンズグループ５１２もまた、レンズシステム５０６内の移動グループのレンズである
。第３のレンズグループ５１２は、レンズがズームするときに、線形的に移動して、カメ
ラの焦点距離を変更する。
【００４８】
ＣＣＤ光センサ５０４は、２次元アレイの電荷結合光センサであり、レンズシステム５０
６によってその光センサ上に焦点を合わせられた画像を取り込む。個々の光センサの位置
は、赤、緑、青などの色が関連付けられた画素である。ＣＣＤ光センサ５０４は光にさら
され、個々の画素位置において、該位置で受け取った光子の数に比例する電荷が蓄積され
る。クロックドライバ５１４は、ＣＣＤ光センサ５０４に接続され、ＣＣＤ光センサ５０
４の読取り処理を制御するためにクロック信号を伝達する。画像処理ハードウェア（図示
せず）がクロック信号を生成し、そのクロック信号を、画像処理ハードウェアからクロッ
クドライバ５１４を介してＣＣＤ光センサ５０４に送る。クロックドライバ５１４は、高
い容量のＣＣＤ制御ラインを駆動するために、高電流および充分な周波数のクロック信号
を供給する。
【００４９】
離散的なＣＣＤ画素構造から生じる光モアレ効果を回避するアンチエイリアス・フィルタ
リングのために、ローパスフィルタ５１６がＣＣＤ光センサ５０４に接続される。ローパ
スフィルタ５１６の一例は、２つの複屈折水晶板（birefringent quarts plate、図示せ
ず）と、四分の一波長板（図示せず）とを含む。一方の複屈折水晶板は、ＣＣＤアレイの
水平方向に対してフィルタリングする。他方の複屈折板は、ＣＣＤアレイの垂直方向でフ
ィルタリングする。四分の一波長板の機能は、減偏光子（depolarizer）である。ローパ
スフィルタという用語は、低空間周波数の画像のみの撮像処理を示す。
【００５０】
ＣＣＤ光センサ５０４は、画像信号を生成し、その信号をアナログデジタル変換器（ＡＤ
Ｃ）５１８を介して画像処理ハードウェアに渡す。ＣＣＤ光センサ５０４からの行毎の画
素画像データは、アナログデジタル変換器５１８に渡されるアナログ電圧である。アナロ
グデジタル変換器５１８は、その画像信号を増幅しデジタル化する。デジタル化処理は、
それぞれの画素について、Ｎビットのデジタルワードを生成する。アナログデジタル変換
器５１８は、画素データを画像処理ハードウェアにクロック出力する。
【００５１】
シャッター／開口モジュール５２０は、第２のレンズグループ５０８と第３のレンズグル
ープ５１０の間に置かれる。シャッタ／開口モジュール５２０は、シャッタ５２２、開口
５２４、およびＮＤフィルタ（neutral density filter）５２６を含む。シャッタ５２２
は、光がＣＣＤ光センサ５０４に達するのを防ぐために、レンズシステム５０６の光路５
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２８内に切り換えられるブレード（blade）である。シャッタ５２２は、画像取得を完了
する露出時間の最後において、およびカメラの電源を切るときに、光を遮り、過度の光を
受け取って個々のセンサ要素が損傷されることからＣＣＤ光センサ５０４を保護する。
【００５２】
開口５２４は、それぞれが穴を含む複数のブレードである。異なるブレードは通常異なる
直径の穴を有する。レンズシステム５０６を介してＣＣＤ光センサ５０４に伝達される光
を減らすために、異なる開口を光路５２８内に切り換えることができる。異なる開口５２
４は、露出および視野の焦点深度を制御するのに使用される。典型的な静止画像の電子カ
メラは、１つまたは２つの開口ブレードを有する。他の設計では、開口５２４は、より多
数の選択可能な開口を提供するために、連続的に可変な開口の穴のサイズを有する絞りか
ら構成することができる。
【００５３】
ＮＤフィルタ５２６は、光路５２８内に切り換えることができる追加のブレードである。
ＮＤフィルタ５２６もまた、レンズシステム５０６を介してＣＣＤ光センサ５０４に渡さ
れる光を減少させる。開口５２４およびＮＤフィルタ５２６は同様に機能するが、ＮＤフ
ィルタ５２６は、レンズシステム５０６を通過する光の量を、視野の焦点深度に影響を及
ぼすことなく減少させることができる点で異なる。対照的に、ＣＣＤ光センサ５０４への
光を減少させるために開口を使用することは、焦点深度を変更する。ＮＤフィルタ５２６
を開口５２４と共に使用して、ＣＣＤ光センサ５０４へと通過する光のレベルをさらに減
少させることができる。
【００５４】
シャッタ／開口モジュール５２０は、ソレノイド５３０を介してカメラ制御要素（図に示
されていない）から渡される信号によって制御される。シャッタ５２２、開口５２４、お
よびＮＤフィルタ５２６の個々のブレードは、シャッタソレノイド５２９、開口ソレノイ
ド５３０、およびＮＤフィルタ・ソレノイド５３５を含む複数のソレノイドによって、レ
ンズ光路５２８の内外に駆動される。ソレノイドは、ブレードを適切なときに適所に動か
すために電圧および電流を供給するコイル・ドライバ５３２によって駆動される。コイル
・ドライバ５３２は、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、制御論理回
路などのプロセッサ（図示せず）からの信号によって制御される。カメラ制御要素は、プ
ロセッサ上で実行されるソフトウェアまたはファームウェアでよい。
【００５５】
プロセッサは、第２のレンズグループ５１０および第３のレンズグループ５１２の相対位
置を決め、ズームおよび焦点機能を制御する。プロセッサは、モータ・ドライバ５３４に
制御情報を供給するアプリケーションプログラムを実行し、実行されるプログラム・コー
ドは、第１のステップ・モータ５３８および第２のステップ・モータ５４０に制御信号を
供給する。ステップ・モータ５３８および５４０は、第２のレンズグループ５１０および
第３のレンズグループ５１２の位置をそれぞれ物理的に制御する。
【００５６】
例示的な電子カメラ５０２では、モータ・ドライバ５３４は、歯車減速機（gear reducti
on）５５０および親ねじ（lead screw）５５２によって第２のレンズグループ５１０に接
続されるステップ・モータ５３８に信号を送る。同様に、モータ・ドライバ５３４は、歯
車減速機５５０および親ねじ５５２によって同様に第３のレンズグループ５１２に接続さ
れるステップ・モータ５３８に信号を送る。ステップ・モータ５３８および５４０は、第
２のレンズグループ５１０および第３のレンズグループ５１２の位置および動きを決定す
る信号を、モータ・ドライバ５３４を介してプロセッサから信号を受け取る。代替システ
ムでは、第２および第３のレンズグループ５１０および５１２のレンズ位置調整を制御す
るために、他のタイプのモータおよび駆動機構を使用することができる。光センサ５５４
は、第２および第３のレンズグループ５１０および５１２のモータおよび駆動機構に接続
され、レンズグループ５１０および５１２の位置をモニタする。プロセッサは、該レンズ
グループを光センサ５５４の方へ移動し、第２および第３のレンズグループ５１０および
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５１２上に搭載されたフラグ５５６が光センサ５５４に達する時を検出することによって
、第２および第３のレンズグループ５１０および５１２の初期位置を求める。光センサ５
５４がフラグを検出する位置がホーム・ポジションである。プロセッサは、ホーム・ポジ
ションを基準として、第２および第３のレンズグループ５１０および５１２の位置を測定
する。プロセッサは、ステップ・モータ５３８および５４０が実行するステップの数を、
ホーム・ポジションを基準にしたすべての動きにおいて追跡する。
【００５７】
モータ・ドライバ５３４は、電圧および電流を、ステップ・モータ５３８および５４０に
供給し、こうして、第２のレンズグループ５１０および第３のレンズグループ５１２の位
置および動きを決定する。モータ・ドライバ５３４は、プロセッサからの信号によって制
御される。
【００５８】
図６を参照すると、画像取得ユニット２１０としての使用に適した他の電子カメラ６０２
を例示する概略図が示されている。画像は、センサ、例えばレンズシステム６０６を通過
する光を検出する電荷結合素子（ＣＣＤ）光センサ６０４で検出される。例示的なズーム
および焦点制御システム６００では、レンズシステム６０６は、複数のレンズグループを
含み、該複数のレンズグループのそれぞれが、１つまたは複数のレンズを含む。一例は、
３つのレンズグループ、すなわち第１のレンズグループ６０８、第２のレンズグループ６
１０、および第３のレンズグループ６１２を有する。第２のレンズグループ６１０は、バ
リエータ（variator）と呼ばれ、レンズの有効焦点距離を変更し、線形的に移動する。第
１のレンズグループ６０８は、第２のレンズグループ６１０の線形的な動きに対して非線
形的に移動し、補償器として機能する。第１のレンズグループ６０８は、レンズシステム
６０６の焦点距離の範囲にわたってレンズがズームされるとき、像平面を比較的一定に保
持するよう機能する。第３のレンズグループ６１２は、レンズシステム６０６の焦点を合
わせるために移動されるポジティブ要素(positive element)である。
【００５９】
ＣＣＤ光センサ６０４は、レンズシステム６０６によって光センサ上に焦点を合わせられ
た画像を取り込むのに使用される、２次元アレイの電荷結合光センサである。個々の光セ
ンサ位置は、画素として定義され、赤、緑、青などの関連付けられた色を有する。ＣＣＤ
光センサ６０４が光にさらされると、個々の画素位置において、該位置で受け取った光子
の数に比例する電荷が蓄積される。クロック・ドライバ６１４は、ＣＣＤ光センサ６０４
に接続され、ＣＣＤ光センサ６０４の読取り処理を制御するのに使用されるクロック信号
を伝達する。画像処理ハードウェア（図示せず）は、クロック信号を生成する。クロック
信号は、画像処理ハードウェアからクロック・ドライバ６１４を介してＣＣＤ光センサ６
０４に伝達される。クロック・ドライバ６１４は、高い容量のＣＣＤ制御ラインを駆動す
るために、充分な周波数の高レベルの電流のクロック信号を供給する。
【００６０】
ローパスフィルタ６１６は、ＣＣＤ画素構造の離散的性質に起因して発生する光モアレ効
果を回避するのにアンチエイリアス・フィルタとして使用するために、ＣＣＤ光センサ６
０４に接続される。ローパスフィルタ６１６の適切な一例は、２つの複屈折水晶板（図示
せず）と、四分の一波長板（図示せず）とを含む。複屈折水晶板の１つは、ＣＣＤアレイ
の水平方向に対してフィルタリングする。２番目の複屈折板は、水平方向から９０度シフ
トされた、ＣＣＤアレイの垂直方向にフィルタリングを生成する。四分の一波長板は、減
偏光子として機能する。ローパスフィルタという用語は、低空間周波数画像のみの撮像処
理を示している。
【００６１】
ＣＣＤ光センサ６０４は、アナログデジタル変換器（ＡＤＣ）６１８を介して画像処理ハ
ードウェアに渡される画像信号を生成する。行毎の画素画像データは、アナログ電圧とし
てＣＣＤ光センサ６０４から読取られ、アナログデジタル変換器６１８に渡される。アナ
ログデジタル変換器６１８は、画像信号を増幅し、デジタル化する。デジタル化処理は、
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それぞれの画素について、Ｎビットのデジタルワードを生成する。アナログデジタル変換
器６１８は、その画素についてのデジタルワードを、画像処理ハードウェアにクロック出
力する。
【００６２】
シャッタ／開口モジュール６２０は、第１のレンズグループ６０８と第２のレンズグルー
プ６１０の間に介在する。シャッタ／開口モジュール６２０は、シャッタ６２２、開口６
２４、およびＮＤフィルタ６２６を含む。シャッタ６２２は、ＣＣＤ光センサ６０４に光
が達するのを防ぐように、レンズシステム６０６の光路６２８内に切り換えられるブレー
ドである。シャッタ６２２は通常、画像取得を完了する露出時間の最後に、光を遮るよう
制御される。シャッタ６２２はまた、カメラの電源が切られるときに閉じられ、過度の光
を受け取ることから（これは、個々のセンサ・エレメントに故障を引き起こす可能性があ
る）、ＣＣＤ光センサ６０４を保護する。
【００６３】
開口６２４は、異なる直径の穴を含む複数のブレードである。開口ブレードは、レンズシ
ステム６０６を介してＣＣＤ光センサ６０４に伝達される光の量を減少させるために、光
路６２８内に切り換えられることができる。異なる開口６２４は、露出を制御することお
よび視野の焦点深度を制御することのために使用される。静止画像を受け取るのに使用さ
れる典型的な電子カメラは、１つまたは２つの開口ブレードを有する。代替的に、開口６
２４は、より多数の選択可能な開口を供給するために、連続的に可変な開口の穴のサイズ
を有する絞りから構成されることができる。
【００６４】
ＮＤフィルタ６２６は、光路６２８内に切り換えられることができる追加のブレードであ
る。ＮＤフィルタ６２６もまた、レンズシステム６０６を介してＣＣＤ光センサ６０４に
伝達される光の量を減少させる。開口６２４およびＮＤフィルタ６２６は、機能において
同様であるが、ＮＤフィルタ６２６は、レンズシステム６０６を通過する光の量を、視野
の焦点深度に影響を及ぼすことなく減少させるのに使用されることができる。ＣＣＤ光セ
ンサ６０４への光を減少させるために開口を使用することは、常に焦点深度に影響を及ぼ
すこととなる。ＮＤフィルタ６２６を開口６２４と共に使用して、ＣＣＤ光センサ６０４
に通過していく光のレベルをさらに減少させることができる。
【００６５】
シャッタ／開口モジュール６２０は、ソレノイド（図示せず）を介してカメラ制御ブロッ
ク（図示せず）から渡される信号によって制御される。シャッタ６２２、開口６２４、お
よびＮＤフィルタ６２６の個々のブレードは、ソレノイドによってレンズ光路６２８の内
外に駆動される。個々のソレノイドは、ブレードを適切なときに適所に駆動するための電
圧および電流を供給するソレノイド・ドライバ（図示せず）によって駆動される。ソレノ
イド・ドライバは、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、制御論理回路
などのプロセッサ６７０からの信号によって制御される。カメラ制御ブロックは、プロセ
ッサ６７０上で実行されるソフトウェアまたはファームウェアでよい。
【００６６】
プロセッサ６７０は、第１のレンズグループ６０８、第２のレンズグループ６１０、およ
び第３のレンズグループ６１２の相対位置を求め、こうして、ズームおよび焦点機能を制
御する。プロセッサ６７０は、モータ・ドライバ６３４に制御情報を供給するアプリケー
ションプログラムを実行し、該実行されるプログラム・コードは、ＤＣモータ６３６およ
びステップ・モータ６３８に制御信号を供給する。ＤＣモータ６３６は、レンズシステム
６０６の第１のレンズグループ６０８および第２のレンズグループ６１０の位置を物理的
に制御する。ステップ・モータ６３８は、第３のレンズグループ６１２の位置を物理的に
制御する。第１のレンズグループ６０８および第２のレンズグループ６１０は、レンズバ
レル（lens barrel）６４０によって保持される。ＤＣモータ６３６は、レンズバレル６
４０に接続され、レンズバレル６４０とＤＣモータ６３６の間の一組の歯車（図示せず）
を介して、レンズバレル６４０の回転を駆動する。レンズバレル６４０が回転すると、第
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１のレンズグループ６０８および第２のレンズグループ６１０の位置は、レンズバレル６
４０の内部のカム・スロット（図示せず）の動作を介して調整される。レンズ・カム・ス
イッチ６４２が、レンズバレル６４０上に搭載され、レンズバレル６４０が複数のズーム
位置を介して回転するとき、プロセッサ６７０に信号遷移を送る。一例では、電子カメラ
６０２は、ワイド（wide）、テレ（tele）、およびリトラクト（retract）という３つの
ズーム位置を有する。スライド電位差計６４４は、レンズバレル６４０に接続される。レ
ンズバレル６４０が、ワイドとテレのズーム位置の間で回転するとき、スライド電位差計
６４４は、精細なズーム位置情報を生成する。レンズバレル６４０内のカム・スロット６
４６は、ワイドおよびテレのズーム位置の位置に応じて、スライド電位差計６４４を駆動
する。プロセッサ６７０は、スライド電位差計６４４の中央タップから、アナログデジタ
ル変換器（ＡＤＣ）６４８を介して得られる電圧を読取ることによって、精細なズーム位
置を求める。スライド電位差計６４４によって生成される精細なズーム位置の値は、レン
ズ・カム・スイッチ６４２がテレ位置およびワイド位置に位置するときのスライド電位差
計の値を記録することによって較正される。
【００６７】
例示的な電子カメラ６０２では、モータ・ドライバ６３４は、歯車減速機６５０および親
ねじ６５２によって第３のレンズグループ６１２に接続されるステップ・モータ６３８に
信号を送る。ステップ・モータ６３８は、第３のレンズグループ６１２の位置および動き
を決定する信号を、プロセッサ６７０からモータ・ドライバ６３４を介して受け取る。代
替システムでは、第３のレンズグループ６１２のレンズ位置調整を制御するために、他の
タイプのモータおよび駆動機構を使用することができる。光センサ６５４は、第３のレン
ズグループ６１２のモータおよび駆動機構に接続され、第３のレンズグループ６１２の位
置をモニタする。プロセッサ６７０は、これらのレンズグループを光センサ６５４の方に
動かし、第３のレンズグループ６１２上に搭載されたフラグ６６２が光センサ６５４に達
する時を検出することによって、第３のレンズグループ６１２の初期位置を求める。光セ
ンサ６５４がフラグを検出する位置が、ホーム・ポジションである。プロセッサ６７０は
、ホーム・ポジションを基準として、第３のレンズグループ６１２の位置を測定する。プ
ロセッサ６７０は、ホーム・ポジションを基準にしたすべての動きにおいて、ステップ・
モータ６３８が実行するステップの数を追跡する。
【００６８】
モータ・ドライバ６３４は、ＤＣモータ６３６およびステップ・モータ６３８に電圧およ
び電流を供給し、こうして、第１のレンズグループ６０８および第２のレンズグループ６
１０、および第３のレンズグループ６１２の位置および動きを決定する。モータ・ドライ
バ６３４は、プロセッサ６７０からの信号によって制御される。
【００６９】
電子カメラ６０２の内部の温度センサ６６０は、温度を測定し、プロセッサ６７０に接続
される。プロセッサ６７０は、温度差について焦点を調整するために、レンズの開始位置
を調整することができる処理ロジックを含む。
【００７０】
本発明の他の側面によれば、デジタル撮像システム２００は、イルミナント、色度、色な
どを含む実際の画像データを供給することができる、図１を参照して述べた情景属性１１
８および観察条件タグ１１９データベースなどのデータベースにアクセスすることができ
る。情景属性１１８および観察条件タグ１１９データベースは、特定の画像を取得する画
像取得装置を識別するタグ、画像取得装置の製造業者、モデル、バージョンに関する情報
、および取得時の画像取得装置の設定に関する情報を含む、実際の画像データに関連する
情報をさらに含む。
【００７１】
デジタル撮像システム２００は、デジタルカメラおよびスキャナなどの画像取得装置の設
計および改良のためにその情報を使用する。データベースは、製造業者およびモデルにし
たがってデータベースに格納されたデジタル画像を選別するための、製造業者タグおよび
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モデルタグなどのタグを含む。データベースはまた、装置によって作成された画像が取得
されデータベースに格納されるとき、追加情報を導き出すため、画像取得装置によって生
成されるタグに従い追加のプライベートな画像タグ情報を格納する。タグ情報の例には、
製造業者およびモデルの識別が含まれる。他のタグ情報は、焦点距離、シャッタ・スピー
ド、開口などの撮像特性に関連する。
【００７２】
デジタル撮像システム２００は、タグ情報を使用して、画像取得ユニット１１０の使用に
対して統計分析を実行することができる。例えば、タグを使用して、カメラが写真を撮る
のにより頻繁に使用されるのが横長の構成なのか、または縦長の構成なのかを示すことが
できる。ある特定の構成において優れた画像が得られるのかどうかを判断するために、統
計分析を実行することができる。統計分析の結果として、カメラ設計者は、カメラの最も
一般的な使用に関する情報を利用する特定の方法で、撮像コンポーネントまたは光検出器
を構成することができる。
【００７３】
デジタル撮像システム１００は、様々なタイプの統計分析を実行するためにデータベース
を使用することができる。１つの側面において、デジタル撮像システム１００は、取得さ
れる画像の種類を求める分析を実行し、題材、照明、カラーコンテンツ（color content
）、および情景に従って画像を分類することができる。さらに、人々または自然の景色の
画像のどちらがより一般的に取得されるか、動画なのか静止画像なのか、特定の関心のあ
る画像コンテンツの被写体深度、および他の多数の考慮事項にしたがって分類されること
もできる。
【００７４】
デジタル撮像システム１００は、データベースを分析して、特定の画像特性の割合を求め
ることができる。例えばシステムは、照明分析を実行し、屋外光、蛍光、ハロゲン光、そ
の他の室内光、夜間光、フラッシュ写真、および照明の組合わせで取られた画像の割合を
求めることができる。イルミナント検出アルゴリズムを改良するために、様々な種類の画
像を分析することができる。
【００７５】
同様に、デジタル撮像システム１００は、データベース内の画像を分析して、幾何学的圧
縮、自動鮮鋭化、赤目除去などを含む他のアルゴリズムおよび手法を改良することができ
る。デジタル撮像システム１００はまた、データベースを使用して、情景認識、顔認識な
どの人工知能分析機能を開発することもできる。
【００７６】
デジタル撮像システム１００は、フライトレコーダ（flight recorder）のやり方でタグ
付けされた情報を使用して、ファクシミリ転送、コピー、印刷など、画像を転送する一般
的な方法を判断することができる。
【００７７】
タグは、画像取得ユニット１１０の使用に関する情報、特に、ネットワークに対する入力
ノードとしての画像取得ユニットの使用に関する情報を収集するのに使用されることがで
きる。例えば、カメラを入力ノードとして使用し、画像をネットワークに転送することが
でき、またはパーソナル・コンピュータ、写真店、現像所などを介して画像を転送するこ
とができる。画像をインターネットに転送することを単純化する、または容易にするため
に、カメラを改良することができる。
【００７８】
画像取得ユニット１１０の様々な機能にタグ付けし、特定の装置機能の使用を判断するこ
とができる。ユーザは、特定のカメラ機能を一般的にかつ頻繁に使用し、他の機能の使用
を避けることができる。デジタル撮像システム１００は、使用情報を分析して、撮像装置
に機能を含むことのコストを正当化するほどには充分使用されない機能を求めることがで
きる。画像装置の開発者は、統計情報を使用し、たまにしか使用されない機能を、その情
報に基づいて取り除くことができ、または修正することができる。
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【００７９】
本発明を様々な実施形態を参照しながら述べたが、これらの実施形態は例示的であり、本
発明の範囲はそれらの実施形態に限定されないことが理解されよう。ここに述べた実施形
態の多数の変形形態、修正、追加および改善が可能である。例えば、当業者は、本明細書
に開示された構造および方法を提供するのに必要なステップを容易に実施し、処理パラメ
ータ、材料、および寸法が、例示としてのみ与えられ、本発明の範囲内にある希望する構
造および修正を達成するために変更できることを理解するであろう。特許請求の範囲に記
述する本発明の範囲および精神から逸脱することなく、本明細書に説明した記述に基づい
て、本明細書に開示された実施形態の変形形態および修正を行うことができる。例えば、
当業者であれば、第１および第２のサービス品質（qos）手法を、本明細書に述べた他の
相互接続構造に同様に応用することができよう。
【００８０】
本発明は、以下の実施態様を含む。
（１）デジタル画像（４１０）を取得することができる画像取得ユニット（２１０）と、
前記画像取得ユニットに結合され、画像処理情報を含むメモリ（２０２）と、
前記画像取得ユニットおよび前記メモリに結合されたプロセッサ（２１８）と、を備え、
前記プロセッサは、前記取得したデジタル画像を、画像データベース（２２０）に格納さ
れた実際の画像データから得られる画像処理情報に基づいて、処理済み画像に変換する画
像処理プロセスを含む、デジタル撮像システム（２００）。
（２）前記メモリ（２０２）に格納された相関行列（３００）をさらに備え、前記プロセ
ッサは、さらに、
前記カラー画像データベース（２２０）に格納された実際の画像データからの複数画像の
色および照度に基づいて、前記取得したデジタル画像の色および照度を検出することがで
きる画像処理プロセスを含む、上記（１）に記載のデジタル撮像システム（２００）。
（３）前記プロセッサ（２１８）において実行可能なイルミナント検出トレーニング・ア
ルゴリズム（２１２）をさらに備え、
前記イルミナント検出トレーニング・アルゴリズムは、デジタルカメラおよびスキャナな
どの典型的な画像取得装置からの実際のイルミナント、情景、および題材を格納するデー
タベース（２２０）に基づいて、照明および色を制御し、
前記データベースは、前記画像取得装置の製造業者、モデルおよびバージョン、画像取得
時の画像取得装置の設定、画像取得の日時、および、焦点距離、シャッタ・スピード、お
よび開口などの撮像特性に関連する情報の中から選択される情報を含む画像データを格納
する、上記（１）に記載のデジタル撮像システム（２００）。
（４）前記画像データベース（２２０）に含まれる情報の統計分析に基づいて設計される
撮像コンポーネントおよび光検出器の構成（５００、６００）を、前記画像取得ユニット
（２１０）にさらに備える、上記（１）に記載のデジタル撮像システム（２００）。
（５）前記メモリ（２０２）に格納された相関行列（３００）をさらに備え、
前記プロセッサは、カラー画像データベースに格納された実際の画像データからの複数画
像の色および照度に基づいて、前記取得したデジタル画像の色および照度を検出すること
ができる画像処理プロセスを含み、
前記デジタル撮像システムは、さらに、
前記画像処理プロセスにおいて動作し、前記取得した画像（４１０）に関連付けられた色
度に基づいて画像ベクトル（４１２）を形成することができる画像ベクトルプロセスと、
色度にしたがって前記画像ベクトルの位置を割り当てることができる画像ベクトルプロセ
スの色度割り当てプロセスと、を含み、
前記色度割り当てプロセスは、
前記取得した画像からのＲＧＢデータを、前記カラー画像データベースに格納された複数
画像の色および照度に基づいて選択された色度に変換するデータ変換プロセスと、
前記画像ベクトルの位置を、該位置に対応する色度が前記取得した画像に現れるならば、
第１のバイナリ値に設定する位置選択プロセスと、
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前記画像ベクトルの位置を、該位置に対応する色度が前記取得した画像内に現れなければ
、第２のバイナリにリセットする位置選択解除プロセスと、を含む、上記（１）に記載の
デジタル撮像システム（２００）。
【００８１】
（６）前記画像データベースに格納された画像の種類、題材、イルミナント、カラーコン
テンツ、情景、動画または静止画、画像の被写体深度の分析を含む、前記画像データベー
ス（２２０）内に含まれる情報の統計分析に基づいて設計された撮像コンポーネントおよ
び光検出器構成（５００、６００）を、前記画像取得ユニット（２１０）にさらに備える
、上記（１）に記載のデジタル撮像システム（２００）。
（７）前記プロセッサ（２１８）において実行可能なイルミナント検出トレーニング・ア
ルゴリズム（２１２）をさらに備え、該イルミナント検出トレーニング・アルゴリズムは
、屋外光、蛍光、ハロゲン光、その他の室内光、夜間光、フラッシュ写真、および照明の
組合わせで取られた画像の割合を求める前記画像データベース（２２０）の統計分析に、
照明および色の制御の基礎を置く、上記（１）に記載のデジタル撮像システム（２００）
。
（８）前記画像データベース（２２０）の統計分析に基づいて、画像処理を制御する、前
記プロセッサ（２１８）において実行可能な画像処理アルゴリズム（１２２～１３２）を
さらに備え、
前記画像処理アルゴリズムは、幾何学的圧縮、自動鮮鋭化、赤目除去、情景認識、および
顔認識を含む一群のアルゴリズムの中から選択される、上記（１）に記載のデジタル撮像
システム（２００）。
（９）前記プロセッサ（２１８）において実行可能なイルミナント検出トレーニング・ア
ルゴリズム（２１２）をさらに備え、該イルミナント検出トレーニング・アルゴリズムは
、デジタルカメラおよびスキャナなどの典型的な画像取得装置からの実際のイルミナント
、情景、および題材を格納する画像データベース（２２０）に基づいて、照明および色を
制御し、
前記画像データベースは、入力ノードとしてカメラを使用して、ネットワーク経由、パー
ソナル・コンピュータ経由、写真店経由、および写真現像所経由の、ファクシミリ転送、
コピー、印刷、転送を含む、画像をデータベースに転送する方法を指定するタグ情報に関
する情報の中から選択される情報を含む、上記（１）に記載のデジタル撮像システム（２
００）。
（１０）相関行列メモリ（２０２）内に含まれる相関行列（３００）をさらに含み、
前記相関行列は、一組の候補イルミナントに対応する第１の次元および色度に対応する第
２の次元を含む２次元行列であり、該イルミナントおよび色度は、製造業者およびモデル
情報のタグ、および、焦点距離、シャッタ・スピード、および開口を含む画像データタグ
を含む、プライベートな画像タグ情報に関する情報に基づいて求められる、上記（１）に
記載のデジタル撮像システム（２００）。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例に従う、色の見えモデルを示す概略図。
【図２】イルミナント推定のための相関行列メモリを有するデジタル撮像システムを示す
ブロック図。
【図３】任意の図形画像からのデータを、ある範囲のイルミナントのもとでの基準画像に
相関するように構成された相関行列。
【図４】取得されたデジタル画像のベクトル化の結果を示す概略図。
【図５】画像取得ユニットの一例である、図１において述べたデジタル撮像システムに画
像データを提供するのに適合する電子撮像装置を示すブロック図。
【図６】電子取得ユニットの他の実施例である、図１において述べたデジタル撮像システ
ムに画像データを提供するのに同様に適合する電子カメラを示すブロック図。
【符号の説明】
２００　　デジタル撮像システム
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２０２　　相関行列メモリ
２１０　　画像取得ユニット
２１２　　イルミナント推定器
２１４　　相関による色ユニット
２１６　　画像出力装置
２１８　　プロセッサ
２２０　　画像データベース

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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